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近
世
封
建
社
会
土
地
制
度
の
経
済
史
的
一
考
察

|

|

特

に

新

田

を

中

心

と

し

こ
の
論
文
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
書
い
た
。
第
一
節
|
序
論
第
二
節

l

近
世
封
建
社
会
に
お
け
る
土
地
制
度
の
一
般
的
推
移
第
三
節
l
近
世
封
建

社
会
に
お
け
る
新
田
制
度
の
一
般
的
推
移
第
四
節
!
新
田
を
中
心
と
す
る

近
世
封
建
社
会
の
土
地
制
度
に
対
す
る
一
考
察
第
五
節
|
精
誇

従
っ
て
要
旨
も
ま
た
第
二
節
第
三
節
第
四
節
の
順
に
よ
る
。

一
近
世
封
建
社
会
に
お
け
る
土
地
制
度
及
び

新
宙
制
度
の

一
般
的
推
移

近
世
を
経
済
史
上
か
ら
み
れ
ば
二
百
六
十
年
の
過
程
に
お
い
て
封
建
的
経

済
様
式
が
次
第
に
崩
壊
し
て
ゆ
く
の
に
反
し
て
非
封
建
的
経
済
様
式
で
あ
る

早
期
資
本
主
義
的
商
~口
間
経
済
様
式
が
漸
次
そ
の
社
会
内
部
に
発
展
し
て
い
っ

た
時
代
で
あ
る
。
近
世
封
建
社
会
は
そ
の
成
立
の
当
初
か
ら
相
当
に
成
長
し

た
矛
盾
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
二
百
万
人
を
数
え
た
武
士
が
農
民
を

直
接
的
に
ま
た
は
間
接
的
に
談
求
し
て
、
江
戸
及
び
誇
薄
の
城
下
に
お
い
て

都
市
生
活
を
営
む
非
生
産
者
と
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
都
市
の
発
達

マ7

大

庭

重

雄

に
従
っ
て
前
時
代
よ
り
も
広
汎
な
道
が
商
品
貨
幣
経
済
の
進
展
や
高
利
ー貸

資

本
の
発
展
の
前
に
関
か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
農
民
よ
り
徴
収
せ
ら
れ
た
も
の
の
大
部
分
は
、
貨
幣
経
済
の
発

達
に
よ
っ
て
都
市
商
人
の
も
と
に
集
中
せ
ら
れ
て
そ
の
商
業
資
本
や
高
利
貸

資
本
や
産
業
資
本
な
ど
は
、
も
は
や
封
建
的
権
力
を
以
て
し
て
ゆ
阻
止
す
る

こ
と
が
出
来
な
い
新
勢
力
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
済
の
一
般
的
発
展
の
状
況
の
も
と
に
お
い
て
土
地
制
度
も

ま
た
大
き
く
進
展
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
太
閤
検
地
に
は
じ
ま

る
全
国
的
検
地
の
結
果
は
、
例
外
な
く
「
打
出
」
を
生
じ
て
新
た
に
多
額
の

責
納
を
生
じ
た
。
こ
れ
は
農
民
の
犠
牲
に
お
い
て
為
さ
れ
た
も
の
で
お
る
。

検
地
は
封
建
地
代
の
形
態
転
化
で
あ
る
生
産
物
地
代
の
、
本
格
的
な
成
立
を

告
げ
た
。
こ
の
封
建
地
代
形
態
に
お
け
る
劃
期
的
な
史
的
転
形
は
封
建
的
大

土
地
所
有
上
の
再
編
成
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
農
奴
制
緊
縛
の
編
成
替
の
核

心
を
一
不
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
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荘
園
制
の
崩
壊
か
ら
郷
村
制
の
創
設
へ
の
構
造
的
把
握
は
、
何
よ
り
も
先

づ
生
産
物
年
貢
の
単
純
な
段
別
賦
課
か
ら
精
密
な
石
高
賦
課
へ
の
転
化
、
生

産
物
地
代
設
定
に
一
示
さ
れ
「
石
盛
」
基
準
に
「
打
高
制
」
開
始
に
一
示
さ
れ

る
。
こ
の
創
設
の
途
を
切
り
招
い
た
検
地
過
程
は
、
後
期
幕
蕃
的
な
公
権
力

を
そ
の
準
備
者
が
強
力
に
押
し
出
し
た
過
程
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
徳
川

幕
府
の
検
地
日
租
法
諸
条
例
の
完
成
は
貞
享
1
一
字
保
の
際
に
行
わ
れ
た
の
で

あ
っ
て
こ
の
こ
と
は
生
産
物
地
代
形
態
の
本
格
的
確
立
で
で
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ

T
い
て
行
わ
れ
た
も
の
は
新
田
開
発
で
や
め
っ
た
。
新
田
開
発
は

封
建
的
生
産
関
係
の
維
持
強
化
の
た
め
の
唯
一
の
方
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

ま
た
農
奴
制
の
横
へ
の
拡
大
再
生
産
と
し
て
の
幕
府
諸
藩
の
補
給
路
で
も
あ

っ
た
。

ーー

近
世
封
建
社
会
の
土
地
制
度
に
対
す

Z
Z
E考
察

近
世
封
建
社
会
の
土
地
政
策
の
中
で
そ
の
最
も
代
表
的
な
も
の
は
第
一
に

田
畑
永
一
代
売
買
禁
止
令
、
第
二
に
田
畑
の
質
入
の
禁
止
、
第
三
に
分
地
の
制

限
で
あ
る
。
第
一
の
禁
止
令
は
寛
永
二
十
年
三
月
、
富
者
に
土
地
の
集
中
す

る
こ
と
を
考
慮
し
て
「
向
後
田
畑
売
買
可
為
ニ
停
止
一
事
」
と
規
定
し
た
。
第

二
の
禁
止
令
は
田
畑
の
質
入
か
ら
そ
の
質
流
れ
に
よ
る
「
流
地
」
を
放
任
す

る
こ
と
は
結
局
、
永
代
売
買
の
禁
制
を
有
名
無
実
に
す
る
の
で
規
定
さ
れ
た
。

同
じ
趣
旨
か
ら
土
地
の
「
書
入
」
も
亦
二
重
「
書
入
」
も
成
締
の
対
象
と
な

っ
た
。
第
三
の
禁
止
令
も
ま
た
土
地
の
過
小
化
の
制
限
を
目
的
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
質
文
十
三
年
六
月
に
は
「
名
主
二
十
石
以
と
、
百
姓
拾
石
以

上
」
そ
れ
以
外
の
も
の
は
「
石
高
猿
分
申
間
敷
」
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
、
正
徳

三
年
七
月
に
は
分
地
制
限
の
標
準
を
石
高
十
石
地
積
一
町
と
し
「
な
お
残
り

高
も
路
定
よ
り
少
し
残
ぺ
か
ら
ず
、
然
る
上
は
弐
拾
石
地
面
弐
町
よ
り
少
ぎ

田
畑
持
之
、
子
俳
を
姶
諸
親
類
之
内
へ
困
地
肥
分
不
相
成
候
」
と
規
定
し

た
。
以
上
の
禁
止
令
は
実
行
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
地
の

兼
併
及
び
そ
の
過
小
化
が
現
実
に
進
展
し
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
で
為
る
。

近
世
封
建
社
会
に
お
い
て
は
、
一
方
に
お
い
て
土
地
の
兼
併
を
、
他
の
一

方
に
お
い
て
土
地
の
細
分
化
を
招
来
し
た
の
で
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
諸
禁
制

を
発
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
封
建
的
収
取
部
面
の
弦
大
の
た
め

に
新
田
開
発
、
荒
地
起
返
の
政
策
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
幕
府
は
享
保
以
後

積
極
的
な
新
回
開
発
を
採
り
、
三
年
乃
至
五
年
の
鍬
下
年
季
を
附
与
し
て
、

年
貢
の
賦
課
を
猶
予
し
、
ま
た
は
古
田
畑
に
比
べ
て
一
斗
方
の
「
下
免
」
を

な
す
方
法
を
と
っ
た
。
特
に
前
期
的
資
本
の
農
村
経
済
へ
の
侵
蝕
の
典
型
と

し
て
町
人
誇
負
新
田
が
存
在
し
た
。
貞
享
四
年
十
一
月
布
達
の
「
御
勘
定
組

頭
抵
御
代
官
可
心
得
御
堂
百
付
」
に
お
い
て
「
町
人
請
負
新
田
畑
、
向
後
停
止

た
る
ぺ
し
」
と
規
定
さ
れ
た
が
新
田
開
発
が
多
額
の
費
用
を
要
す
る
点
か
ら

も
こ
の
禁
止
令
は
結
局
無
力
化
し
た
。
土
佐
藩
は
土
地
の
分
化
と
農
産
物
の

多
様
化
で
商
品
経
済
化
し
た
地
方
と
し
て
知
ら
れ
る
の
で
こ
の
例
と
し
て
み

る
。
川
北
村
は
安
芸
川
、
伊
尾
木
川
の
三
角
洲
を
主
要
部
分
と
し
た
北
部
聞

に
江
川
部
落
を
控
え
南
部
は
太
平
洋
岸
に
面
し
て
い
る
。
そ
の
為
肥
沃
の
土

地
を
一
朝
に
し
て
流
失
し
て
不
毛
の
原
野
と
す
る
こ
と
も
再
々
で
あ
る
。
こ

の
様
な
自
然
の
脅
威
に
対
し
て
も
生
産
力
発
展
の
努
力
は
為
さ
れ
た
。

野
中
兼
山
の
執
政
以
来
幕
末
に
至
る
間
特
に
新
田
開
発
の
進
行
が
昆
ら
れ

安
政
四
年
に
は
総
石
高
の
四
割
弱
が
新
田
で
あ
っ
た
。
土
佐
で
は
農
民
を
分

類
し
て
「
本
田
ヲ
所
有
ス
ル
者
ヲ
百
姓
ト
唱
へ
、
新
田
所
有
ノ
者
八
之
ヲ
間

人
ト
称
シ
、
或
ハ
本
田
新
田
/
別
ナ
グ
地
所
ヲ
所
有
司
へ
と
セ
ノ
ヲ
百
姓
ト
ヨ

九
七
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ピ
、
村
方
ニ
依
テ
其
ノ
方
法
一
定
ナ
ラ
ス
、
藩
政
中
郡
方
へ
差
出
セ
ル
宗
門

帳
へ
記
載
有
v
之
内
其
百
姓
ト
唱
申
侯
者
ハ
吉
凶
ノ
都
度
上
下
ヲ
着
用
シ
一

刀
ヲ
帯
シ
土
地
ヲ
所
有
ス
ル
ト
雄
モ
百
姓
ト
不
唱
者
ハ
袴
ヲ
着
シ
、
他
人
ノ

土
地
ヲ
小
作
ス
ル
者
ハ
上
下
袴
ヲ
着
用
ス
ル
事
能
ハ
ザ
ル
等
ノ
定
期
相
立
有

之
回
ニ
候
」
(
忠
一
時
一
一
問
問
)
と
本
田
を
作
徳
す
る
も
の
を
御
百
姓
と
し
て
重
要

視
し
た
。
特
に
本
国
の
荒
廃
を
防
止
し
な
が
ら
新
国
開
発
を
奨
励
し
た
。
川

北
村
で
は
本
田
耕
作
者
二
百
三
十
八
人
を
「
本
百
姓
」
と
し
そ
の
他
の
百
九

十
九
軒
に
居
住
す
る
者
を
一
括
し
て
「
間
人
」
と
称
し
、
但
し
「
田
地
作
り

宛
初
J

或
は
他
所
働
、
日
一
雇
、
駄
賃
附
、
地
引
綱
引
子
働
仕
申
候
」
と
規
定

し
た
。天

保
二
年
の
「
本
田
地
押
之
事
」
の
資
料
で
本
田
に
関
し
て
は
変
化
が
少

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

安
喜
郡
川
北
村
本
田
地
押
之
点

都
合
地
百
拾
三
町
壱
反
拾
三
代
四
歩

右
之
内

て
地
拾
五
町
三
反
八
代
壱
歩

内

外
ニ
五
代
石
坑
墓
グ
子
開

〆
地
拾
五
町
三
反
拾
三
代
壱
歩

内

拾
町
九
反
四
拾
九
代
壱
歩

外
五
代
石
坑
墓
グ
子
開

〆
拾
壱
町
四
代
壱
歩

弐
反
弐
拾
九
代
壱
歩

九
i¥. 

五
藤
知
行

拾
四
代

壱
町
七
反
拾
九
代

八
町
九
反
囚
拾
弐
代

四
町
三
反
九
代

四
反
弐
拾
三
代
弐
歩

拾
六
代

四
反
四
代
壱
歩

三
町
四
反
拾
五
代
三
歩

て

地

壱

町

田

司一
、
地
壱
反
拾
七
代
三
歩
畑

て
地
入
反
四
拾
九
代
四
歩
回

て
同
七
反
四
拾
四
代
四
歩
同
方
回

一
、
同
九
拾
四
町
九
反
拾
三
代
五
歩

外
二
内
拾
四
代
四
歩
石
坑
並
墓
グ
子
開

〆
地
九
拾
田
町
九
反
三
拾
八
代
三
歩
同

内

六
拾
六
町
四
反
弐
拾
三
代
四
歩

外
-
一
式
拾
四
代
四
歩
石
坑
墓
グ
子
開

〆
地
六
拾
六
町
四
反
四
拾
八
代
弐
歩

三
町
壱
反
四
拾
三
代

弐
拾
五
代
壱
歩

守

壱
反
九
代

七
反
五
代
五
歩

拾
壱
町
壱
反
拾
七
代
三
歩

川
北
分

荒

屋
敷

畑田江
川
分

荒犀
散

畑田清
水
寺
領
川
北
分

円

城

寺

領

同

大
鋸
上
H
知

間

藤
島
上
日
知
同

御
蔵
入

川
北
分

荒御
遺
付
引
地

井
揖
田

屋
散

畑
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五

拾

壱

町

四

反

三

拾

弐

代

田

弐

拾

八

町

四

反

四

捨

代

江

川

分

拾
壱
町
壱
反
4
4
4

拾

代

五

歩

荒

四

反

拾

三

代

屋

再

現

弐

町

六

反

安

代

畑

三

反

四

代

弐

歩

川

原

畑

拾

四

町

五

歩

田

延
宝
三
年
「
百
姓
援
の
新
田
」
並
に
、
延
享
四
年
の
「
新
田
検
地
並
に
野

取
」
に
よ
る
と
新
田
開
発
が
着
々
と
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

安
喜
川
北
村
百
姓
鐙
新
田
検
地

惣
合
弐
拾
九
町
四
段
拾
囚
代
壱
歩
方

内
拾
六
代
弐
歩

四
反
弐
拾
九
代

六
町
三
反
壱
代
四
歩

八
反
弐
拾
五
代
三
歩

弐
拾
壱
町
七
反
四
捨
壱
代
四
分

以
上

延
宝
三
年
三
月
廿
一
日

安
事
川
北
江
川

松
田
島
村
新
田

石
坑

荒畠
方

屋
鋪

田
方

柏
原
役
右
衛
門

森

十

郎

太

夫

正
木
伝
兵
衛

山

崎

叉

助

(
以
下
六
名
略
)

安
審
郡
川
北
村
新
田
検
地
野
取
之
事

延
享
四
卯
年
正
月
廿
九
日

ム
口
地
八
町
六
反
弐
拾
八
代
五
歩

右
之
内

て
地
弐
反
拾
弐
代
五
歩

弐
反
八
代
三
歩

内
四
代
弐
歩

一
、
地
八
町
田
反
拾
六
代

弐
拾
六
代
弐
歩

弐
反
七
代
五
歩

弐
拾
八
代

三
反
四
拾
三
代

内
四
拾
八
代
五
歩
酉
，
t
拾
ヶ
年
免
許

四
町
五
反
二
代

三
町
弐
拾
三
代
弐
歩

内
三
拾
四
代
未
ぷ
拾
ヶ
年
免
許

壱
反
三
拾
五
代
三
歩

四
拾
五
代
今
卯
ぷ
拾
ヶ
年
免
許

土
佐
蕃
の
新
田
の
発
達
を
み
る
。
土
佐
藩
の
郷
土
は
一
般
に
救
済
郷
土
の

名
で
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
当
初
に
お
い
て
は
旧
家
民
遺
臣
の
懐
柔
策
と

し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
本
田
の
不
足
に
基
く
新
回
開
発

の
た
め
に
利
用
さ
れ
る
に
至
り
、
傍
ら
藩
の
兵
備
の
一
半
を
担
当
さ
せ
る
に

至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
郷
土
登
庸
の
目
的
は
新
田
開
発
並
に
秦
氏
遺
臣
の
救

済
に
あ
っ
た
の
で
、
藩
は
そ
の
出
願
者
の
家
系
並
人
品
改
を
励
行
す
る
為

九
九

野

町

永

蔵

山
本
新
蔵
作
式

上
田

中
田

地
分
堀
明

屋時現
上
畠

中
畠

下
畠

中上
回回

下
回
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に
、
御
徒
歩
目
的
役
で
あ
る
村
与
左
衛
門
、
下
村
少
八
を
し
て
正
保
よ
り
明

瞬
間
に
至
る
閉
そ
の
役
に
当
ら
し
め
て
い
る
。
そ
し
て
当
時
「
大
野
取
」
な
る

空
間
地
の
見
立
開
墾
の
上
領
地
と
し
た
。

百
人
衆
郷
土
は
、
家
一
糸
正
し
い
旧
葉
氏
遺
臣
の
取
立
を
絶
対
的
条
件
と
し

て
、
正
保
元
年
創
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
正
保
、
慶
安
、
承
応
に
わ
た
る

約
拾
年
の
才
月
を
経
て
百
人
郷
土
は
一
部
棄
民
遺
臣
の
宿
望
を
満
足
せ
し
め

て
終
了
し
た
が
、
国
中
の
荒
蕪
地
は
随
所
に
あ
り
、
ま
た
郷
土
登
庸
を
希
求

す
る
も
の
も
多
か
っ
た
の
で
承
応
二
年
夏
秋
よ
り
依
然
と
し
て
郷
土
登
庸
の

方
策
を
継
続
し
、
そ
の
待
遇
、
条
件
は
百
人
衆
郷
土
に
準
拠
し
た
。
そ
の
方

法
は
『
盲
人
衆
並
奉
v
望
面
々
領
知
坪
付
差
ヱ
出
之
一
伯
警
殿
へ
差
上
る
と
直

々
坪
付
之
裏
へ
「
其
方
事
百
人
衆
並
に
被
ニ
召
抱
一
候
問
、
百
人
並
御
奉
公

可
ν
被
一
泊
勤
λ

表
面
之
領
知
可
否
令
関
知
山
若
先
望
有
v
之
は
可
ニ
申
来
A

可
V

遂
二
吟
味
一
者
也
。
明
暦
何
年
月
日
野
伯
警
倒
腕
、
何
野
何
右
衛
門
殴
設
郡

奉
行
百
姓
中
」
』
と
し
て
召
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
「
在
々
山
分
野
伏
共
」

は
百
人
衆
並
と
し
て
登
録
さ
れ
、
慶
安
二
年
以
降
は
御
取
初
に
参
加
を
許
さ

れ
て
逐
に
家
中
侍
に
括
抗
す
る
一
勢
力
と
な
っ
た
。
と
の
時
代
に
な
る
と
登

庸
の
目
的
は
明
ら
か
に
藩
の
新
田
開
発
に
変
っ
て
き
た
。

野
中
兼
山
の
こ
の
政
策
も
質
文
三
年
の
所
謂
「
改
替
」
を
以
て
一
応
終
鷲

し
た
。
し
か
し
彼
の
創
始
し
た
新
回
開
発
と
郷
土
制
度
は
依
然
と
し
て
継
承

さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
郷
土
取
立
の
吟
味
も
初
期
の
よ
う
に
厳
格
を
尊
ば

ず
、
む
し
ろ
彼
等
巴
荒
地
開
発
の
許
可
を
与
え
て
極
力
新
田
の
開
発
を
奨
励

し
藩
財
政
窮
乏
の
防
止
を
計
ら
ん
と
し
、
郷
土
も
ま
た
農
民
を
使
役
し
て
鋭

意
そ
の
増
大
を
計
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
従
来
郷
士
登
庸
の
絶
対
的
条
件

で
あ
っ
た
身
分
的
制
限
は
第
二
義
的
な
も
の
と
な
り
、
新
田
開
発
に
要
す
る

一O
O

資
力
の
具
備
如
何
が
そ
の
重
要
点
と
な
っ
た
。
事
実
「
郷
土
始
日
ヨ
リ
只
今

迄
相
続
キ
候
者
之
内
、
官
人
衆
郷
土
門
稀
=
相
成
、
百
人
並
之
者
モ
最
早
鮮

グ
成
侯
」
(
語
一
む
と
な
り
宝
一
踏
の
頃
に
な
る
と
藩
摩
は
全
く
窮
乏
に
踊
し

た。そ
こ
で
財
源
を
得
る
為
開
墾
を
西
部
僻
限
郡
に
求
め
て
遂
に
そ
の
身
分
的

制
限
も
撤
廃
し
て
四
民
の
最
下
位
に
置
い
た
町
人
に
も
郷
土
登
庸
の
途
を
拓

き
、
郷
土
制
度
の
質
的
転
換
が
行
わ
れ
た
。
宝
暦
十
三
年
の
「
幡
多
郷
土
召

出
」
の
布
令
は
、
こ
の
間
の
一
事
情
を
詳
細
に
物
語
っ
て
い
る
。

覚

一
、
近
年
幡
多
郡
段
々
人
減
-
一
相
成
猪
鹿
俳
徐
い
た
し
侯
而
、
作
荒
之
団

地
彩
敷
出
来
逐
年
衰
候
様
ニ
相
見
え
候
。
依
之
路
度
御
詮
議
之
上
新
規

郷
土
被
一
一
召
出
A

諸
郷
中
ニ
被
一
一
着
置
一荒
地
開
発
可
ν
被
-
向
付
一
候
条
、

望
之
面
々
ハ
於
ニ
幡
多
郡
一
本
田
新
田
ニ
不
v
拘
必
定
開
発
可
成
荒
所
見

立
願
出
候
は
ど
地
高
三
拾
石
領
知
一
一
可
v
被
ご
下
置
一
候
事

一
、
爾
来
郷
土
被
三
召
出
一
候
者
ハ
先
祖
之
筋
目
所
業
改
、
厳
-
一
被
-
向
付
-

候
へ
共
犯
度
御
出
向
ニ
付
被
コ
召
出
一
輩
-
一
限
、
父
祖
之
所
業
ハ
V

不
及
v

申
縦
令
出
身
商
売
仕
侯
共
御
詮
議
之
上
可
v
被
一
吉
出
一
事
。
但
先
祖
代

々
之
内
被
v
処
一
一
厳
科
-
侯
者
之
親
族
は
不
v
被
一
一
召
出
一
事
。

て
領
知
開
発
願
出
侯
節
郷
浦
町
人
共
其
支
配
方
へ
暇
之
儀
願
出
、
無
障

段
聞
届
之
上
註
拠
人
両
人
相
立
住
居
支
配
之
庄
屋
相
改
、
無
-
h
相
違
一
趣

奥
書
判
を
以
願
書
可
一
差
出
A

領
知
一
一
開
発
可
ν
仕
荒
所
田
町
立
、
村
附
坪

付
等
之
書
附
添
取
次
方
へ
可
一
主
出
一
一
事
。

一
、
荒
所
数
ケ
所
尾
立
願
出
候
共
、
三
拾
石
分
は
領
知
一
一
可
v
彼
v
下
、
其

余
相
応
之
免
許
を
以
新
田
荒
は
作
式
一
一
本
田
荒
は
持
地
-
一
開
発
可
v
被一一
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仰
付
一
事
。

て
右
開
発
之
儀
其
身
右
地
所
-
一
罷
越
可
レ
令
二
開
発
一
候
。
併
遠
境
一
一
罷

在
引
越
難
v
参
侯
者
ハ
相
応
之
代
人
を
以
令
=
開
発
一
候
共
勝
手
次
第
、

幼
少
者
被
ニ
召
出
一
度
願
之
者
は
後
見
人
相
備
可
二
願
出
一
事
。

右
の
布
達
は
所
誇
「
町
人
郷
土
」
の
出
現
の
た
め
に
門
一
戸
を
開
放
し
た
も

の
と
し
て
大
切
で
あ
る
。
そ
の
条
文
に
は
「
開
発
之
儀
其
身
右
地
所
に
罷
越

可
与
す
ニ
開
発
乙
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
は
「
還
境
罷
在
引
越
難
v
参

者
」
と
し
て
「
代
人
」
を
立
て
i

開
発
さ
せ
た
も
の
が
多
か
っ
た
。

つ
い
で
文
政
五
年
の
仁
井
田
窪
川
郷
土
の
召
出
し
は
一
層
こ
う
い
う
情
勢

に
拍
車
を
か
け
た
。
召
出
の
布
達
の
本
質
は
更
に
開
放
的
と
な
り
、
無
帯
刀

の
者
も
開
発
願
が
聞
届
け
ら
れ
L

ば
即
日
名
字
帯
刀
を
差
許
さ
れ
、
ま
た
郷

土
の
本
田
所
持
を
両
郷
に
限
り
許
可
し
、
そ
の
職
分
の
他
譲
を
そ
の
自
由
意

志
に
委
ね
た
。
こ
こ
に
「
郷
土
株
」
の
売
買
の
給
り
が
目
も
ら
れ
る
。

覚

仁
井
田
窪
川
両
郷
之
義
人
少
之
所
柄
一
一
而
今
以
成
立
-
一
不
v
至
荒
地
等

多
く
有

vZ-一
付
、
此
度
御
詮
議
之
上
新
規
郷
土
一
一
被
ニ
召
出
(
彼
郷
中

江
被
-
量
置
一
荒
地
開
発
被
ニ
仰
付
一
候
冬
、
望
之
面
々
は
両
郷
に
於
て

地
高
三
拾
石
領
知
一
一
可
v
被
v
下
事
。

但
無
帯
刀
の
者
は
開
発
願
御
間
届
被
ニ
何
付
一
候
て
即
日
ぷ
名
字
帯
刀

被
ニ
差
許
λ

領
知
拾
五
石
斗
致
ニ
開
発
-
候
は
ど
郷
土
一
一
被
一
両
付
一
候
事
。

一、

爾
来
郷
土
ニ
被
-EH
出
-
候
者
共
祖
先
の
筋
自
分
身
所
業
改
、厳
に
被
三

飾
付
-
侯
へ
と
も
、
比
度
は
御
趣
向
を
以
被
ニ
召
出
一
候
-
一
付
格
致
之
御

詮
談
合
以
不
v
及
-
真
沙
汰
-
侯
事
。
但
先
祖
代
々
之
内
被
v
処
ニ
厳
科
一
候

者
二

f
被
ニ
召
出
一
候
事
。

一
、
領
知
開
発
願
出
候
節
町
郷
浦
人
共
其
支
配
方
へ
暇
之
儀
願
出
、
無

障
致
問
届
之
上
証
拠
人
両
人
相
立
住
居
支
配
之
庄
屋
相
改
無
-
孟
趣
一
奥

書
判
形
を
以
、
願
出
取
次
方
へ
可
v
被
ニ
差
出
-
事
。

一
、
右
開
発
之
儀
右
両
郷
へ
引
越
可
V
A
T
-
-
開
発
一
。
幼
年
之
者
た
り
共
後

見
備
願
出
候
儀
勝
手
次
第
之
事
。

一
、
領
知
野
芝
三
捨
石
を
以
割
渡
開
発
之
筈
。
但
神
文
米
九
石
二
お
よ
び

候
時
ハ
出
米
被
ニ
召
上
一
答
。

一
、
地
割
之
儀
は
番
附
を
以
置
畿
に
い
た
し
相
渡
筈
。

て
開
発
之
儀
は
御
定
御
年
数
之
通
致
一
一
開
発
一
御
改
受
由
答
之
事
。
但
此

度
割
渡
之
回
開
発
相
済
以
後
、
荒
捨
リ
候
野
芝
見
立
開
発
於
ニ
願
出
-
は

見
分
之
作
式
御
開
届
被
エ
仰
付
-
筈
。

一
、
郷
土
之
者
本
田
所
持
不
ニ
相
成
一
御
作
法
一
一
候
得
共
、
両
郷
一
一
一
岐
本
田

所
持
勝
手
次
第
.之
事
。

一
、
両
郷
開
発
郷
土
に
被
二
仰
付
一
候
面
々
勝
手
を
以
て
他
郷
へ
住
居
之
儀

不
二
相
成
一
縦
令
如
何
様
無
v
拠
願
出
候
而
も
永
代
他
住
堅
末
ニ
相
成
一

事。但
譲
受
候
者
、
連
も
他
村
住
居
子
治
成
一
郷
村
々
へ
可
ご
引
越
一
事
。

一
、
独
身
之
者
ハ
不
v
及
v
申
家
族
有
v
之
者
ハ
一
同
可
一
一
引
越
一
答
。
但
本

田
新
国
共
地
所
余
計
之
処
へ
見
合
を
以
住
居
被
-
向
付
一
答
。

一
、
新
規
ニ
被
召
出
候
儀
-
一
円
候
へ
共
向
々
職
分
他
譲
勝
手
次
第
之
事
。

但
相
続
並
他
譲
之
節
よ
り
郷
土
職
分
本
式
御
作
法
之
遇
、
養
子
叉
は
譲

受
之
者
辿
も
致
こ
商
売
-
侯
者
其
余
平
常
之
所
業
等
一
一
依
而
爾
来
差
問
候

者
ハ
末
相
成
侯
事
。

石
は
民
度
御
趣
向
を
以
前
件
之
通
扱
-
一
而
新
規
郷
土
-
一
被
一
一
召
出
一
、
仁

。
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井
田
窪
川
へ
引
越
住
居
被
-
向
付
一
候
問
、
御
支
配
中
へ
御
触
聞
、
望
之

者
は
差
出
御
取
揃
来
る
十
月
限
取
次
方
へ
御
差
出
候
様
御
作
配
可
v
有

候
、
以
上
。

交
政
五
年
十
三
日

深

尾

叉

次

郎

(
以
下
五
名
省
略
)

こ
の
よ
う
に
し
て
城
下
町
高
知
其
の
他
の
町
人
は
一
方
に
商
業
H
高
利
貸

資
本
に
よ
る
武
士
並
農
民
へ
の
収
取
の
手
を
伸
ば
し
、
他
方
「
町
人
郷
士
」

の
身
分
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
封
建
的
土
地
所
有
」
の
分
前
に
与
る

こ
と
を
得
た
。

郷
土
の
所
持
す
る
「
領
知
」
と
「
郷
土
職
」
と
は
本
来
表
裏
一
本
可
分
の
関

係
に
お
か
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
宝
暦
十
三
年
の
幡
多
郷
土
の
「
召
出
」
以

降
、
そ
の
身
分
的
制
限
を
撤
廃
し
て
、
む
し
ろ
新
国
開
発
の
資
力
あ
る
者
に

門
芦
を
開
放
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
郷
土
取
立
制
度
の
上
に
お
け
る
劃
期
的

現
象
で
あ
っ
た
。

郷
土
職
の
譲
渡
が
原
則
と
し
て
町
大
身
分
に
は
及
ば
な
か
っ
た
制
限
は
あ

っ
た
が
こ
の
よ
う
な
制
限
の
存
在
は
郷
土
職
の
他
譲
の
対
象
が
、
主
と
し
て

富
裕
な
町
人
に
む
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
一
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
郷
土
開

基
論
」
の
著
者
は
「
従
来
の
喪
街
の
産
に
塗
れ
た
る
血
統
に
お
い
て
は
、
郷

土
の
譲
を
不
許
こ
と
厳
々
た
る
大
禁
あ
り
と
雄
も
、
動
も
す
れ
ば
富
豪
の
商

家
よ
り
金
銭
を
抱
て
好
計
を
廻
ら
し
、
有
司
を
欺
ぎ
て
他
譲
受
の
本
望
を
達

し
て
、
今
に
至
る
ま
で
某
屋
郷
土
と
唱
ら
れ
て
、
世
上
の
人
々
を
寒
一
に
不
勘

者
数
多
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。

土
佐
藩
に
お
け
る
商
業
H
高
利
貸
資
本
の
発
展
は
、
最
早
「
金
銭
を
拘
て

。

廻
ら
し
、
有
司
を
欺
」
か
ず
と
も
、
彼
等
は
正
々
堂
々
、
町
人
郷
土
の
身
分

獲
得
を
得
た
の
で
あ
る
。
他
藩
に
あ
っ
て
は
、
商
業
高
利
貸
資
本
家
が
、
そ

の
封
建
制
下
に
達
し
得
る
最
高
限
に
及
ん
だ
貨
幣
財
産
を
、
「
町
人
誇
負
新

田
」
の
形
式
の
下
に
、
投
下
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
封
建
的
土
地
所
有
者
と

な
っ
た
が
、
土
佐
藩
に
お
い
て
は
、
更
に
武
士
と
し
て
の
身
分
を
獲
得
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
公
然
封
建
的
土
地
所
有
の
分
前
に
与
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

あ
る
。前

期
的
資
本
は
第
一
に
封
建
的
余
剰
生
産
物
を
貨
幣
形
態
で
抽
出
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
封
建
的
土
地
所
有
関
係
か
ら
独
立
し
こ
れ
に
対
立
す
る
貨
幣
財

産
を
形
成
し
た
。
第
二
に
封
建
的
生
産
方
法
を
積
極
的
に
改
変
せ
ず
そ
の
社

会
の
基
礎
過
程
並
び
に
体
制
を
し
め
つ
け
、
そ
の
余
剰
生
産
物
の
圧
倒
的
部

分
を
占
有
し
、
こ
れ
を
荒
廃
せ
し
め
分
解
さ
せ
た
。

本
来
新
田
開
発
は
近
世
封
建
社
会
一
の
基
盤
で
あ
る
土
地
経
済
促
進
の
意
義

を
以
て
奨
励
さ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
や
が
て
そ
れ
は
、
町
人
の
新
団
地
主
を

生
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
に
強
力
に
滋
に
近
世
封
建
社
会
崩
壊
の
作
用
を

働
い
た
の
で
あ
る
。
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